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A さん（女性）は両親と 2歳上の兄との 4人家族。虚血性低酸素性脳症・脳性麻痺と診断
される。特別支援学校中等部 2年から日中短期入所事業所 R の利用を開始し、現在は高等
部卒業後に事業所 R と同法人が経営する生活介護に週 5日通所している。




また、田中ビネー知能検査Ⅴを 16歳 11 ヶ月時におこなった。指先の麻痺などのために
実施不能の検査項目があったため、正確な知能は測定できなかったが、実施可能な検査項























手段、語い理解や環境を踏まえ、VOCA の一種であるアプリ版の TASUC を A さんの iPad
へインストールし導入を試みた。
TASUC を選んだ理由は、金額が 2,000 円以下で購入負担が小さいこと、操作の手順が簡
単であること、音声録音と図版の取捨選択が容易であること、図版を名詞・動詞などのカテ
ゴリーで分けられることの 4点である。


















そこで、A さんが特別支援学校高等部を卒業した卒業前の 17歳 6ヶ月から、日常生活

























「iPad をだしてください」という iPad のイラストと文字が書かれたカードを作成し、テ
ーブル（写真 1-1）と車椅子の手すり（写真 1-2）に貼り付けることで A さんが意思伝達を
おこないたい時にすぐ指差しで示しやすい環境を設定した。すると、A さんのジェスチャ
ーに対し対応を控えている時に、ジェスチャーを中止しカードを指さして iPad を出してほ
しいと訴えるようになり、TASUC を使用するようになった。徐々に A さん本人が意思伝
達したい時に、iPad カードを指さして訴えることができるようになった。（17歳 6ヶ月）
（2）TASUC の操作方法の取得






































































周囲の支援者の変化：A さんが TASUC で返答しやすい対応が定着し、返答を待つ余裕が
生まれ、さらに会話が広がるようになっていった。
（9）コミュニケーション能力の周知









































レスを抱え込み悪循環が生じていたが、TASUC の活用で A さんの意思が明確になったた
め、意思伝達内容の不明確さからのストレスがお互いに軽減された。A さんが TASUC を
活用し意思伝達をおこなうまで待つことも習慣化された。さらに、普段接している支援者
のみではなく、普段接する機会が限られている親族も A さんが TASUC を使用し意思伝達
した様子を見て、コミュニケーションをとることが可能であると A さんへの印象が変化し
た。
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